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佐野市農業委員会総会議事録 

 

１．開催日時  令和８年８月２４日（月）午後１時３０分から午後３時１５分まで 

 

２．開催場所  佐野市役所 ６階 大会議室Ａ･Ｂ 

 

３．出席委員 （１６人） 

   会長        １６番  向田栄一 

   委員         １番  青木務 

   委員         ２番  佐取潤一 

委員         ３番  立川幸一 

委員         ４番  福地英之 

   委員         ５番  美濃島喜久夫 

委員         ６番  安原茂 

委員         ７番  岩上政衛 

委員         ８番  深澤雄二 

委員         ９番  篠原幸雄 

委員        １０番  石澤和枝 

委員        １１番  若田部満 

委員        １２番  村樫太郎 

委員        １３番  蘒原洋子 

委員        １４番  中島福一 

委員        １５番  馬場惠子 

 

４．欠席委員 （０人） 

 

５．議事日程 

 日程第１ 会期の決定について 

 日程第２ 議事録署名委員の指名について 

 日程第３ 会議書記の指名について 

 日程第４ 報告第１号から報告第２号までについて 

   報告第１号 農地法第４条第１項第７号の規定による農地転用届出について 

報告第２号 農地法第５条第１項第６号の規定による農地転用届出について 

日程第５ 議案第１号から議案第９号までについて 

  議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

  議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可処分の取消しについて 



  議案第４号 農地法第５条第１項の規定による許可後の事業計画変更申請について 

議案第５号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

議案第６号 非農地証明願について 

議案第７号 佐野農業振興地域整備計画の軽微な変更について 

議案第８号 農用地利用集積等促進計画(案)について 

議案第９号 農用地利用集積等促進計画(所有権の移転)作成に係る要請について 

 

６．農業委員会事務局職員 

   事務局長     櫻井学 

副参事     森久仁彦 

農地調整係  係長 亀山聡士 

       主査 茂木香陽子 

       主事補 小林准 

        主事補 石川大翔 

 

７．会議の概要 

 

事務局長 

 

 

議 長 

 

事務局長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただいまから、令和８年第９回佐野市農業委員会総会を始めさせてい

ただきます。 

 

開会に先立ち、本日の出席委員数を事務局長に報告してもらいます。 

 

はい、ご報告申し上げます。ただいまの出席委員は、１６名全員でご

ざいます。 

また、農地利用最適化推進委員の出席は１５名でございます。 

 

事務局長の報告のとおり、出席委員数は１６名であります。したがっ

て、定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

ただいまから、令和８年第９回佐野市農業委員会総会を開会いたしま

す。 

これより、議事日程に入ります。 

 

日程第１、会期の決定についてでありますが、本日１日としたいと思い

ますが、これにご異議ございませんか。 

 

  （なしの声） 

 

異議なしと認め、会期は本日１日と決定いたします。 
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次に、日程第２、議事録署名委員の指名についてでありますが、総会規

則第１９条第２項の規定により、議席番号２番 佐取潤一委員、議席番号 

１５番 馬場惠子委員を指名いたします。ご了承願います。 

 

次に、日程第３、会議書記の指名を行います。本日の会議書記には、

農業委員会事務局職員の茂木香陽子主査、小林准主事補を指名いたしま

す。ご了承願います。 

 

次に、日程第４に入ります。報告の案件は、報告第１号から報告第２号

までであります。 

 

まず報告第１号 農地法第４条第１項第７号の規定による農地転用届

出について事務局に報告してもらいます。 

 

報告の前に、農地法第４条及び第５条の規定による農地転用届出につ

いて、ご説明いたします。まず、農地の転用は、農地を住宅や工場用地、

資材置き場など農地以外のものに変更することでございますが、農地の

所有者が自ら転用する場合は農地法第４条に規定されており、農地を買

ったり借りたりして転用する場合は農地法第５条に規定されておりま

す。農地の転用については、農地法第４条または第５条において、原則許

可を受けなければならない旨規定されておりますが、例外として、転用す

る農地が都市計画法の規定による市街化区域内にある場合においては、

農業委員会に届出を提出することで、許可が不要となります。今回、報告

させていただく農地法第４条第１項第７号及び農地法第５条第１項第６

号の規定というのが、届出により許可不要を規定している条項となりま

す。 

具体的に届出の手続きについては、届出書に該当農地などを記入して、

土地の全部事項証明書と位置図などを添付して農業委員会へ提出してい

ただきます。代理の方が申請する場合は委任状も添付していただきます。

提出された届出は事務局で内容確認を行い、届出書を受理してから概ね

１週間で受理通知書を届出者に交付します。また、届出の受理に関しまし

ては、佐野市農業委員会事務局事務専決規定により事務局で専決して総

会に報告することが定められています。 

以上が制度の説明となりまして、農地法第４条 つまり、所有者自ら

行う転用の届出の報告に入らせていただきます。 

報告第１号 農地法第４条第１項第７号の規定による農地転用届出に

ついて、このことについて、佐野市農業委員会事務局事務専決規程第２条
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第７号の規定により、次のとおり専決処分したので、同規程第３条の規定

により報告します。 

令和８年８月２４日提出 佐野市農業委員会会長。 

 

（報告第１号 朗読し報告） 

 

事務局の報告が終わりました。報告第１号は、事務局の報告のとおりで

あります。ご了承願います。 

 

次に、報告第２号 農地法第５条第１項第６号の規定による農地転用

届出について事務局に報告してもらいます。 

 

農地法第５条の届出ですので、売買による売主と買主または貸借によ

る貸主と借主による転用の届出について報告します。 

報告第２号 農地法第５条第１項第６号の規定による農地転用届出に

ついて、このことについて、佐野市農業委員会事務局事務専決規程第２条

第７号の規定により、次のとおり専決処分したので、同規程第３条の規定

により報告します。 

令和８年８月２４日提出 佐野市農業委員会会長。 

 

（報告第２号 朗読し報告） 

 

事務局の報告が終わりました。報告第２号は、事務局の報告のとおりで

あります。ご了承願います。 

 

次に、日程第５に入ります。本日、ご審議いただく案件は、議案第１号

から議案第９号まででございます。 

はじめに議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請につ

いてを議題といたします。事務局に議案第１号の説明をしてもらいます。 

 

議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について、次

のとおり許可申請がありましたので、意見を求めます。 

令和８年８月２４日提出 佐野市農業委員会会長。 

議案の説明に入る前に、農地法第３条の農地の権利移動の許可制度の

概要について説明させていただきます。 

委員の皆様には主に検討事項の該当の有無について審査していただき

ます。 

まず、現地調査表の検討事項６項目について説明させていただきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１項目目の耕作に必要な機械の所有状況、農地取得後において効率的

に耕作をすることが認められるかについては、すでに所有している農地

と新規に許可申請する農地のすべてを効率的に耕作することができるか

確認するものです。 

２項目目の農地所有適格法人以外の法人が権利を取得しようとする場

合については、許可申請をした者が法人の場合農地所有適格法人となっ

ているか確認するものです。 

３項目目は信託の引受けにより権利が取得される場合です。農地は投

機目的、資産保有の目的での所有は認められないためそれに該当しない

か確認していただきます。 

４項目目は権利を取得しようとする者又はその世帯員等がその取得後

において行う耕作に必要な農作業に常時、原則年間１５０日以上従事す

ると認められない場合です。これは、農作業に従事する日数が原則年間１

５０日以上従事していることが農作業に常時従事すると認めるものとな

っております。なお、当該農作業に要する日数が１５０日未満である場合

においても、農作業を行う必要がある限りその農作業に従事していれば

認められますので、農作業に常時従事していることについて確認してい

ただきます。 

５項目目は所有権以外の権原に基づいて耕作を行う者がその土地を貸

し付け、又は質入れしようとする場合です。これは、所有権以外の権限、

賃借権、使用貸借による権利等に基づいて耕作している人が、その土地を

さらに第三者に転貸することです。これを認めてしまうと権利関係が複

雑化するためこれに該当しないか確認していただきます。 

最後に６項目目、地域との調和要件です。こちらは先日の研修会でも触

れましたが、申請のあった地域を担当する委員が現地調査を行い、農地の

集団化、農作業の効率化、農地の効率的かつ総合的な利用への支障の有無

を判断していただきます。 

以上の審査基準を満たしているか審議していただく流れとなります。 

それでは、議案の説明をさせていただきます。 

３条９２８番 売買による所有権の移転、対価は○○円です。申請地ま

での距離は１４㎞、所要時間は２０分です。大農機具の所有状況は、トラ

クター１台、草刈機１台を所有しております。主な経営作物は、野菜・果

樹となっております。農作業従事人数は２人、従事日数は１５０日です。

検討事項６項目につきましては、６番につきまして、現地を地区担当の委

員に確認していただきまして、結果、問題なしとのことですので該当しま

せん。その他５項目につきましては、審査の結果、すべて該当いたしませ

んので、総合意見としては許可相当と思われます。 

３条９２９番 売買による所有権の移転、対価は○○円です。申請地ま



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

での距離は２㎞、所要時間は１０分です。大農機具の所有状況は、トラク

ター３台、耕運機２台、田植機３台、稲刈機３台を所有しております。主

な経営作物は、米・麦となっております。農作業従事人数は４人、従事日

数は７００日です。検討事項６項目につきましては、６番につきまして、

現地を地区担当の委員に確認していただきまして、結果、問題なしとのこ

とですので該当しません。その他５項目につきましては、審査の結果、す

べて該当いたしませんので、総合意見としては許可相当と思われます。 

３条９３０番 売買による所有権の移転、対価は○○円です。申請地ま

での距離は２㎞、所要時間は１０分です。農地の利用状況につきまして

は、議案番号９２９と同様のため省略いたします。検討事項６項目につき

ましては、６番につきまして、現地を地区担当の委員に確認していただい

た結果、一部問題ありとなりましたが申請者に確認した結果問題なしと

判断いたしました。その他５項目につきましては、審査の結果、すべて該

当いたしませんので、総合意見としては許可相当と思われます。 

３条９３１番 売買による所有権の移転、対価は○○円です。申請地ま

での距離は１㎞、所要時間は１０分です。大農機具の所有状況は、トラク

ター１台、耕運機１台、田植機１台、稲刈機１台を所有しております。主

な経営作物は、米・麦・果樹となっております。農作業従事人数は３人、

従事日数は７５０日です。検討事項６項目につきましては、６番につきま

して、現地を地区担当の委員に確認していただきまして、結果、問題なし

とのことですので該当しません。その他５項目につきましては、審査の結

果、すべて該当いたしませんので、総合意見としては許可相当と思われま

す。 

３条９３２番 売買による所有権の移転、対価は○○円です。申請地ま

での距離は１㎞、所要時間は１０分です。大農機具の所有状況は、トラク

ター１台、耕運機１台、田植機１台、稲刈機１台を所有しております。主

な経営作物は、米・麦・果樹となっております。農作業従事人数は２人、

従事日数は４００日です。検討事項６項目につきましては、６番につきま

して、現地を地区担当の委員に確認していただきまして、結果、問題なし

とのことですので該当しません。その他５項目につきましては、審査の結

果、すべて該当いたしませんので、総合意見としては許可相当と思われま

す。 

３条９３３番 売買による所有権の移転、対価は○○円です。申請地ま

での距離は０．５㎞、所要時間は５分です。大農機具の所有状況は、トラ

クター２台、管理機２台、草刈り機１台、コンバイン１台を所有しており

ます。主な経営作物は、果樹・野菜となっております。農作業従事人数は

３人、従事日数は５１０日です。検討事項６項目につきましては、６番に

つきまして、現地を地区担当の委員に確認していただきまして、結果、問
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１ 番 

青木委員 

 

 

題なしとのことですので該当しません。その他５項目につきましては、審

査の結果、すべて該当いたしませんので、総合意見としては許可相当と思

われます。 

３条９３４番 売買による所有権の移転、対価は○○円です。申請地ま

での距離は６㎞、所要時間は１２分です。大農機具の所有状況は、耕運機

１台を所有しております。主な経営作物は、野菜となっております。農作

業従事人数は１人、従事日数は１５０日です。検討事項６項目につきまし

ては、６番につきまして、現地を地区担当の委員に確認していただきまし

て、結果、問題なしとのことですので該当しません。その他５項目につき

ましては、審査の結果、すべて該当いたしませんので、総合意見としては

許可相当と思われます。 

３条９３５番 売買による所有権の移転、対価は○○円です。申請地ま

での距離は０．０１㎞、所要時間は１分です。大農機具の所有状況は、ト

ラクター１台、草刈機１台を所有しております。主な経営作物は、野菜、

果樹となっております。農作業従事人数は２人、従事日数は１５０日で

す。検討事項６項目につきましては、６番につきまして、現地を地区担当

の委員に確認していただきまして、結果、問題なしとのことですので該当

しません。その他５項目につきましては、審査の結果、すべて該当いたし

ませんので、総合意見としては許可相当と思われます。以上です。 

 

事務局の説明が終わりました。 

ここで、審議に入る前に、議事参与の制限についてご案内します。 

３条９２９番と９３０番について、議席番号２番 佐取潤一委員が、議

事参与の制限に該当します。 

以上２件について審議します。 

佐取潤一委員の退室をお願いします。 

 

（佐取委員 退室１３：５８） 

 

これより審議に入ります。まず、こちらの案件は、事務局の説明のなか

で、現地調査の結果、検討事項に該当ありとのことでしたが、該当する項

目について説明を求めます。 

議席番号１番 青木務委員お願いします。 

 

 上羽田地区は７年くらい前に土地の集約というものを行いました。そ

の時に各農地をブロック分けにしまして、隣の土地が違う人というので

は非常にやりづらいので、馬門地区などでは土地改良をしながら集約化

を進めていると思いますが、土地改良をしないで、現状の土地の区分でブ
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ロック分けをして集約していましたが、９３０番の案件につきましては、

たまたま集約しているところにあたっておりましたので、６番の項目に

あたると思いまして、効率化に支障があるということで該当ありとさせ

ていただきました。 

 

ありがとうございました。青木委員の報告に対して、事務局より説明が

ありましたらお願いします。 

 

 ９３０番の案件の申請者に直接確認しましたところ、購入した後に農

作業受委託という形で、地域で耕作をすると決めた方が作業を請け負う

という回答でしたので、農地法上は問題なしと考えております。貸借の場

合ですと自己で耕作を行うと認められませんので、許可をすることはで

きません。なお、貸借と作業受委託の大きな違いですが、貸借の場合は何

を作るかは借主が決めますが、作業受委託の場合は作業委託者が決める

という点と、所得の申告については、貸借の場合は借主が生産物を販売し

たものを農業所得として計上するところ、作業受委託の場合は受託者が

労賃として計上するという違いがあります。以上です。 

 

調査結果の報告とそれに対する説明がありましたが、質疑はありませ

んか。 

 

  （なしの声） 

 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。３条９２９番と９３０番について、申請のとおり許可す

ることに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（挙手全員） 

 

挙手全員であります。 

よって、そのように決定いたしました。 

佐取潤一委員の入室をお願いします。 

 

（佐取委員 入室１４：１３） 

 

次に、議案第１号における３条９２９番と９３０番以外の案件につい

て審議します。 
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 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 

  （なしの声） 

 

質疑なしと認めます。 

お諮りいたします。議案第１号における３条９２９番と９３０番以外

の案件について、申請のとおり許可することに賛成の委員の挙手を求め

ます。 

 

（挙手全員） 

 

挙手全員であります。 

よって、そのように決定いたしました｡ 

 

次に議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について

を議題といたします。事務局に議案第２号の説明をしてもらいます。 

 

議案第２号 農地法４条第１項の規定による許可申請について、次の

とおり許可申請がありましたので、意見を求めます。 

令和８年８月２４日提出 佐野市農業委員会会長。 

内容の説明に入る前に、農地法第４条、第５条の農地転用許可制度の概

要について説明させていただきます。先ほど市街化区域内における農地

法第４条、第５条の届出について係長から説明がありましたが、市街化区

域以外の農地を、農地以外にする場合には許可の案件となります。報告書

とお配りした農地転用許可制度の概要と書いてある用紙をご覧くださ

い。市街化区域以外の農地については、その農地を周辺の状況によって区

分し、区分に応じた許可基準に照らし合わせて許可の可否を判断する立

地基準と、転用行為の確実性や周辺農地への影響等から判断する一般基

準について、委員の皆様に審査していただきます。 

立地基準については、許可の基準が厳しいものから順に、農業振興地域

内の農用地区域、甲種農地、第１種農地、第２種農地、第３種農地と区分

されます。申請地がどの農地区分に該当するか判断した上で、その転用目

的が許可基準に適合するか判断することになります。具体的な許可基準

については、お配りした用紙に主要なものが記載されていますのでご確

認ください。 

一般基準については、２番から１２番までありますので、それぞれの内

容について説明させていただきます。２ 資力及び信用、こちらは、申請

された転用目的において資金面、転用行為実行者のこれまでの許可状況
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調査班 

等から許可することに問題ないか確認するものです。３ 転用行為の妨

げとなる権利を有する者の同意状況、こちらは、申請地に仮登記や地上権

などの権利が既に設定されている場合、権利設定者から農地転用を行う

ことに同意があるか確認するものです。４ 確実性、こちらは、許可を受

けた後、転用行為実行者が、遅滞なく申請に係る農地を申請に係る用途に

供する見込みがあるか確認するものです。５ 行政庁の許認可の見込み、

こちらは、申請に係る事業の施行に関して、行政庁の許可、認可等を必要

とする場合はその許認可等がされる見込みがあるか確認するものです。

６ 農地以外の土地の利用見込み、こちらは、申請に係る農地と一体とし

て農地以外の土地を利用する場合は、その利用ができる見込みがあるか

確認するものです。７ 計画面積の妥当性、こちらは、申請に係る農地の

面積が、転用目的等からみて適正と認められるかを確認するものです。８ 

宅地造成のみの場合の妥当性、こちらは、申請に係る事業が工場、住宅そ

の他の施設の用に供される土地の造成のみを目的とする場合はその妥当

性を確認するものです。９ 周辺農地への営農条件への支障の有無、こち

らは、転用行為を実行することによって、周辺農地の営農に支障を及ぼす

おそれがないか確認するものです。１０ 農地の利用集積、効率的かつ総

合的な利用の確保への支障の有無、こちらは、農用地の利用集積や農用地

区域の設定に支障が生じないか確認するものです。１１ 一時転用の場

合の妥当性、こちらは、３年以内の一時的な転用を一時転用と言います

が、転用の内容が３年以内で完結する事業か、また最終的に農地に復元さ

れる見込みがあるか確認するものです。１２ 法令義務のある行政庁と

の協議の進捗状況、こちらは、申請に係る事業を行うことに関して条例を

含む法令により義務づけられている行政庁との協議を行っているか確認

するものです。 

本総会におきましては、事務局職員が説明させていただいた後、申請さ

れた案件が立地基準、一般基準について基準を満たしているか現地調査

班の委員さんに報告していただき、総会にて審議していただく流れとな

ります。 

それでは、議案の説明をさせていただきます。 

 

  （議案第２号 朗読し説明） 

   

事務局の説明が終わりました。なお、本件については調査班により現地

調査が行われておりますので、調査結果の報告に入ります。議案第２号 

４条１８４番と４条１８５番について、調査班お願いします。 

 

４条１８４番について報告します。農地転用許可基準に基づく検討状
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況ですが、許可の基準は第２種農地のため、周辺の他の土地に立地するこ

とができる場合は不許可です。立地基準は、代替地がない場合に該当し、

一般基準は、２番から１２番までを検討した結果、記載のとおりとなって

おり、許可の基準は満たしているものと判断いたしました。 

以上のようなことから、現地調査班の意見は許可相当と思われます。 

４条１８５番について報告します。農地転用許可基準に基づく検討状

況ですが、許可の基準は第１種農地のため原則不許可です。立地基準は、

農業用施設に該当し、一般基準は、２番から１２番までを検討した結果、

記載のとおりとなっており、許可の基準は満たしているものと判断いた

しました。 

以上のようなことから、現地調査班の意見は許可相当と思われます。 

 

ありがとうございました。以上で調査班による報告が終わりました。こ

れより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 

  （中島 福一委員 挙手） 

 

中島委員、お願いします。 

 

４条の１８４番ですが、地目が山林となっていますが、山林でも許可が

必要なのですか。 

 

事務局お願いします。 

 

こちらにつきましては、登記地目は山林ですが、農地台帳に登載があり

ます。１筆全体でなく一部というものもありますが、農地台帳に登載され

ているものは許可が必要となります。 

 

その他にありますか。 

 

  （なしの声） 

 

質疑なしと認めます。 

お諮りいたします。議案第２号の 4 条１８４番については、転用に係

る面積が３０ａを超える案件でありますので、許可相当と決定し栃木県

農業会議常設審議委員会からの意見聴取を行うこととし、４条１８５番

については転用に係る面積が３０ａ以下の案件でありますので、栃木県
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農業会議常設審議委員会からの意見聴取は行わず、他法令との調整のう

え申請のとおり許可することに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

  （挙手全員） 

 

挙手全員であります。よってそのように決定いたしました。 

 

次に議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可処分の取消し

についてを議題といたします。事務局に議案第３号の説明をしてもらい

ます。 

 

議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可処分の取消しにつ

いて、次のとおり許可処分の取消し願いがありましたので、意見を求めま

す。 

令和８年８月２４日提出 佐野市農業委員会会長。 

内容の説明に入る前に、許可処分の取消しについて説明させていただ

きます。過去に農地法の許可処分を受けた者が、何らかの理由によりその

行為を実行できず、許可処分の取消しを願い出た場合、それが認められる

か判断いただくものです。 

それでは、議案の説明をさせていただきます。 

 

（議案第３号 朗読し説明） 

 

事務局の説明が終わりました。なお、本件については調査班により現地

調査が行われておりますので、調査結果の報告に入ります。議案第３号 

取消５条２２番について、調査班お願いします。 

 

５条取消２２番について報告します。本申請は、令和７年２月２６日に

許可した農地転用について、事業計画の一部取消を申請するものです。な

お、取消地において転用行為はされていませんでした。 

検討事項の１から３についてすべて認められることから、現地調査班

の意見は取消は妥当と思われます。 

 

ありがとうございました。以上で調査班による報告が終わりました。こ

れより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

  

  （なしの声） 
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質疑なしと認めます。 

お諮りいたします。議案第３号については、願いのとおり取消しするこ

とに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

  （挙手全員） 

 

挙手全員であります。よって議案第３号については、願いのとおり取消

しすることに決定いたしました。 

 

次に議案第４号 農地法第５条第１項の規定による許可後の事業計画

変更申請についてを議題といたします。事務局に議案第４号の説明をし

てもらいます。 

 

議案第４号 農地法第５条第１項の規定による許可後の事業計画変更

申請について、次のとおり許可後の事業計画変更申請がありましたので、

意見を求めます。 

令和８年８月２４日提出 佐野市農業委員会会長。 

議案の説明に入る前に事業計画の変更について、ご説明します。過去に

転用許可を受けたものの転用行為が完了していない場合に、用途や実行

者等を変更する手続きです。今回は事業敷地の変更の案件になります。 

それでは、議案の説明をさせていただきます。 

 

（議案第４号 朗読し説明） 

 

事務局の説明が終わりました。なお、本件については調査班により現

地調査が行われておりますので、調査結果の報告に入ります。議案第４

号 変更３１番について、調査班お願いします。 

 

変更３１番について報告します。変更内容は、事業計画の変更になり

ます。次に許可後の計画変更承認に基づく検討状況ですが、検討事項１

から６については、基準をすべて満たしています。 

以上のようなことから、現地調査班の意見は承認相当と思われます。 

 

ありがとうございました。以上で調査班による報告が終わりました。

これより議案第４号について質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 

  （なしの声） 
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質疑なしと認めます。お諮りいたします。議案第４号は、申請のとお

り承認することに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

  （挙手全員） 

 

挙手全員であります。よって議案第４号は変更申請のとおり承認する

ことに決定いたしました。 

 

次に、議案第５号 農地法第５条第１項の規定による許可申請につい

てを議題といたします。 

事務局に議案第５号の説明をしてもらいます。 

 

議案第５号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について、次

のとおり許可申請がありましたので、意見を求めます。 

令和８年８月２４日提出 佐野市農業委員会会長。 

 

（議案第５号 朗読し説明） 

 

事務局の説明が終わりました。なお、本件については調査班により現地

調査が行われておりますので、調査結果の報告に入ります。議案第５号 

５条１２６６番から５条１２６９番について、調査班委員お願いします。 

 

５条１２６６番について報告します。農地転用許可基準に基づく検討

状況ですが、許可の基準は第２種農地のため、周辺の他の土地に立地す

ることができる場合は不許可です。立地基準は、代替地がない場合に該

当し、一般基準は、２番から１２番までを検討した結果、記載のとおり

となっており、許可の基準は満たしているものと判断いたしました。 

以上のようなことから、現地調査班の意見は許可相当と思われます。 

５条１２６７番について報告します。農地転用許可基準に基づく検討

状況ですが、許可の基準は第２種農地のため、周辺の他の土地に立地する

ことができる場合は不許可です。立地基準は、代替地がない場合に該当

し、一般基準は、２番から１２番までを検討した結果、記載のとおりとな

っており、許可の基準は満たしているものと判断いたしました。 

以上のようなことから、現地調査班の意見は許可相当と思われます。 

５条１２６８番について報告します。農地転用許可基準に基づく検討

状況ですが、許可の基準は第２種農地のため、周辺の他の土地に立地する

ことができる場合は不許可です。立地基準は、集落接続に該当し、一般基

準は、２番から１２番までを検討した結果、記載のとおりとなっており、
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許可の基準は満たしているものと判断いたしました。 

以上のようなことから、現地調査班の意見は許可相当と思われます。 

５条１２６９番について報告します。農地転用許可基準に基づく検討

状況ですが、農地の区分は第１種農地のため原則不許可です。立地基準

は、集落接続に該当し、一般基準は、２番から１２番までを検討した結

果、記載のとおりとなっており、許可の基準は満たしているものと判断い

たしました。 

以上のようなことから、現地調査班の意見は許可相当と思われます。 

 

ありがとうございました。以上で調査班による報告が終わりました。こ

れより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 

  （なしの声） 

 

質疑なしと認めます。 

お諮りいたします。議案第５号については、転用に係る面積が３０a以

下の案件でありますので、栃木県農業会議常設審議委員会からの意見聴

取は行わず、他法令との調整のうえ申請のとおり許可することに賛成の

委員の挙手を求めます。 

 

  （挙手全員） 

 

挙手全員であります。 

よってそのように決定いたしました｡ 

 

次に、議案第６号 非農地証明願についてを議題といたします。 

事務局に、議案第６号の説明をしてもらいます。 

 

議案第６号 非農地証明願について、次のとおり証明願いがありまし

たので、意見を求めます。 

令和８年８月２４日 提出 佐野市農業委員会会長。 

議案の説明に入る前に、非農地証明の概要についてご説明いたします。 

委員の皆様には主に検討事項について審査していただきます。まず、①

農地の区分については事務局で農政課に確認し農用地以外であることを

確認しております。次に、農地とは認められない事由について②人為的に

転用行為が行われ農地への復元が困難である、③森林の様相を呈してい

る等農地に復元するのが困難又は復元しても継続して農地として利用す

ることが困難である、⑤自然災害により農地が流失・埋没し農地への復元
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が困難であるの主に３種類があり、さらに②と③については④記載のと

おりその状態になってから２０年以上経過していることが要件となりま

す。この後、事務局が議案の説明をした後に願出のあった案件が検討事項

を満たしているか現地調査班の委員に報告していただき、審議していた

だきます。 

それでは議案の説明をさせていただきます。 

 

（議案第６号 朗読し説明） 

 

ありがとうございました。事務局の説明が終わりました。 

なお、本件については調査班により現地調査が行われておりますので、

調査結果の報告に入ります。議案第６号 非農地５９１番から非農地５

９２番について、調査班お願いします。 

 

非農地５９１番について報告いたします。願出地の周囲に農地はあり

ますが、営農に支障はないと思われます。願出地は人為的に転用行為が

行われており、また２０年以上経過しているため、非農地証明はやむを

得ないと思われます。 

 非農地５９２番について報告いたします。願出地の周囲に農地はあり

ますが、営農に支障はないと思われます。願出地は人為的に転用行為が

行われており、また２０年以上経過しているため、非農地証明はやむを

得ないと思われます。 

 

ありがとうございました。 

以上で調査班による報告が終わりました｡これより議案第６号につい

て質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 

   （なしの声） 

 

質疑なしと認めます。 

お諮りいたします。議案第６号について、願いのとおり証明することに

賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（挙手全員） 

 

挙手全員であります。 

よって、議案第６号については、願いのとおり証明することに決定いた

しました。 
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次に、議案第７号 佐野農業振興地域整備計画の軽微な変更について

を議題といたします。 

事務局に、議案第７号の説明をしてもらいます。 

 

議案第７号 佐野農業振興地域整備計画の軽微な変更について、この

ことについて、佐野市長から協議がありましたので、意見を求めます。 

令和８年８月２４日 提出 佐野市農業委員会会長。 

説明に入る前に、佐野農業振興地域整備計画の軽微な変更の内容につ

いて説明させていただきます。佐野農業振興地域整備計画の軽微な変更

とは、農業振興地域内の農用地区域内の農地を、農業用倉庫や畜舎などの

用途で利用可能な農用地区域内の農業用施設用地へ変更することを言い

ます。通常、農用地区域内の農地で農地以外の利用をする際は、農地転用

許可等の前に、農用地区域からの除外を行いますが、農業用施設用地と認

められれば、除外せずに軽微な変更の手続きで済みます。委員の皆様に

は、農用地区域内農地から農業用施設用地へ用途を変更した場合に、農地

転用許可等の見込みがあるかについて審議していただくものです。 

それでは、議案の説明をさせていただきます。 

 

（議案第７号 朗読し説明） 

 

事務局の説明が終わりました。 

なお、本件については調査班により現地調査が行われておりますので、

調査結果の報告に入ります。議案第７号 軽微な変更４９番について、調

査班お願いします。 

 

軽微な変更４９番について報告します。農地法に基づく検討状況です

が、転用面積が２ａ未満で、転用目的が自己の耕作のための農業用倉庫で

あることから、農地法施行規則第２９条第１号の農地の転用の制限の例

外に該当すると思われます。 

以上のようなことから、現地調査班の意見は変更後の農地法の見込み

は、有りと思われます。 

 

ありがとうございました。 

以上で調査班による報告が終わりました｡これより議案第７号につい

て質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 

   （なしの声） 
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質疑なしと認めます。 

お諮りいたします。議案第７号については、農用地区域内の用途区分が

変更された場合の農業用施設用地への転用許可等の見込みの有無を有と

することに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（挙手全員） 

 

挙手全員であります。 

よって、そのように決定いたしました。 

 

次に、議案第８号 農用地利用集積等促進計画(案)についてを議題と

いたします。 

 事務局に議案第８号の説明をしてもらいます。 

 

議案第８号 農用地利用集積等促進計画(案)について、農地中間管理事

業の推進に関する法律第１９条第３項の規定により、佐野市長から協議

がありましたので、意見を求めます。 

令和８年８月２４日提出 佐野市農業委員会会長。 

内容の説明に入る前に、農用地利用集積等促進計画による利用権設定

について説明させていただきます。 

農用地利用集積等促進計画による利用権設定は、農地所有者の農地を

農地中間管理機構、いわゆる農地バンクである栃木県農業振興公社が借

り受け、その農地を効率的に耕作できる担い手へ県公社が貸し付けを行

うことにより設定されます。議案では簡略化のために栃木県農業振興公

社は欄外に記載してありますが、利用権を設定するもの 貸人の農地が、

栃木県農業振興公社を通して利用権を設定するもの 借人に貸し付けさ

れることになります。 

手続きの流れですが、まず、契約や書類作成等の窓口となっている佐野

市農業公社が取りまとめた契約書類を基に佐野市農政課が農用地利用集

積等促進計画（案）として整理し、農業委員会に対して意見照会を行いま

す。それを農業委員会総会で審議したのち、農政課が県公社に提出し、県

公社が促進計画（案）を作成します。県公社から認可の申請を受けた佐野

市が促進計画の認可・公告することにより、利用権の設定がされることに

なります。本総会で審議いただいた計画（案）は、来月末に認可・公告さ

れ、１０月１日から利用権の設定がされる予定となっております。 

それでは、議案の説明をさせていただきます。 
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（議案第８号 朗読し説明） 

 

事務局の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 

（なしの声） 

 

質疑なしと認めます。 

お諮りいたします｡議案第８号について、計画のとおり承認することに

賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（挙手全員） 

 

挙手全員であります。 

よって、そのように決定いたしました。 

 

次に、議案第９号 農用地利用集積等促進計画(所有権の移転)作成に

係る要請についてを議題といたします。 

事務局に議案第９号の説明をしてもらいます。 

 

議案第９号 農用地利用集積等促進計画(所有権の移転)作成に係る要

請について、農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第１１項の

規定により、農用地利用集積等促進計画(所有権の移転)作成を要請する

ことについて、意見を求めます。 

令和８年８月２４日提出 佐野市農業委員会会長。 

内容の説明に入る前に、農用地利用集積等促進計画による所有権移転

について説明させていただきます。 

農用地利用集積等促進計画による所有権の移転は、農地所有者の農地

を農地中間管理機構、いわゆる農地バンクである栃木県農業振興公社が

買い入れ、その農地を効率的に耕作できる担い手へ県公社が売り渡しを

行うことにより所有権移転が行われます。本議案では、１番と２番の所有

権を移転する者 譲渡人の農地が、栃木県農業振興公社を通して３番の

所有権移転を受けるもの 譲受人に所有権移転がされることになりま

す。なお、地域計画区域内の農地で、認定農業者等の担い手の方に有利な

農地売買等支援事業と、地域計画区域外の農地でも対応可能な公社営農

地売買等支援事業の２種類がございますので、議案では一覧表を分けて

作成しますが、本日は農地売買等支援事業のみとなっております。 

手続きの流れですが、佐野市農業公社が取りまとめた売渡及び買受申
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出書を元に農業委員会事務局が農用地利用集積等促進計画（案）として

整理し、総会で審議したのち、佐野市農政課への意見照会を経て、県公

社に促進計画（案）の作成を要請します。貸借と同様に、県公社から認

可の申請を受けた佐野市農政課が促進計画の認可・公告することによ

り、所有権移転による権利の設定がされることになります。本総会で審

議いただいた計画（案）は、来月末に認可・公告され、９月３０日に譲

渡人から栃木県農業振興公社に所有権移転がされ、その後１１月１６日

に県公社から譲受人に所有権移転がされる予定となっております。 

それでは、議案の説明をさせていただきます。 

 

（議案第９号 朗読し説明） 

 

事務局の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 

（なしの声） 

 

質疑なしと認めます。 

お諮りいたします｡議案第９号について、申出のとおり計画作成を要請

することに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（挙手全員） 

 

挙手全員であります。 

よって、議案第９号については、申出のとおり計画作成を要請するこ

とに決定いたしました。 

 

 以上をもちまして、本総会に提出されました全議案の審議を終了いた

しました。令和８年第９回佐野市農業委員会総会を閉会いたします。慎重

審議、ご協力ありがとうございました。 

 

午後３時１５分閉会 

 


